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低
金
利
競
争
の
現
状
…

⑴　

金
融
機
関
に
と
っ
て
厳
し
い

収
益
環
境

　

２
０
１
８
年
３
月
期
に
地
方
銀

行
の
決
算
は
、
16
年
２
月
に
マ
イ

ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ
た
影
響
も

あ
り
、
上
場
地
銀
80
行
・
グ
ル
ー

プ
の
６
割
の
48
行
・
グ
ル
ー
プ
が

最
終
減
益
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
期
も
7
割
の

地
銀
は
減
益
の
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
業
績
が
続
く
こ
と

で
、
地
域
の
金
融
仲
介
機
能
の
低

下
も
懸
念
さ
れ
、
低
金
利
を
乗
り

切
る
経
営
モ
デ
ル
は
描
け
て
い
な

い
。

⑵　

業
態
を
超
え
て
の
金
利
競
争

　

先
日
、
あ
る
信
用
金
庫
は
永
ら

く
続
け
て
き
た
メ
イ
ン
金
融
機
関

の
座
を
降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

メ
イ
ン
取
引
先
に
対
し
て
、
メ
ガ

バ
ン
ク
か
ら
の
低
金
利
攻
勢
が
展

開
さ
れ
た
結
果
だ
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
の
攻
勢
だ
け
で
は

な
い
、
県
域
を
ま
た
い
で
地
方
銀

行
、
そ
し
て
政
府
系
金
融
機
関
な

ど
、
ま
さ
に
業
態
を
超
え
た
競
争

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
等
の
提
示
す
る
金

利
は
変
動
金
利
の
場
合
は
Ｔ
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｒ
連
動
で
あ
る
が
、
短
期
プ
ラ

イ
ム
レ
ー
ト
が
何
年
も
動
い
て
い

な
い
中
で
、
中
小
金
融
機
関
で
は

短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
連
動
で
戦

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
固
定
金
利
で

も
、
預
金
者
か
ら
渉
外
担
当
を
活

用
し
て
調
達
し
て
い
る
コ
ス
ト
構

造
か
ら
、
多
く
の
中
小
金
融
機
関

で
は
、
将
来
の
金
利
上
昇
リ
ス
ク

も
懸
念
さ
れ
、
太
刀
打
ち
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
金
調
達
の
方
法
や
顧
客
接
点

の
持
ち
方
な
ど
、
コ
ス
ト
構
造
も

規
模
も
違
う
金
融
機
関
が
、
金
利

の
み
で
選
択
さ
れ
て
し
ま
う
の
が

現
実
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
超
優
良
先
だ
け
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
本
稿

の
テ
ー
マ
で
あ
る
ミ
ド
ル
リ
ス
ク

融
資
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
地

域
金
融
機
関
が
要
管
理
先
に
ラ
ン

ク
ダ
ウ
ン
し
な
い
よ
う
に
経
営
改

善
計
画
の
策
定
を
支
援
し
、
そ
の

実
行
や
進
捗
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
支
援
し
て
き
た
融
資
先
企
業

も
金
利
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、「
リ

ス
ク
は
後
回
し
」
と
も
言
え
る
他

行
庫
融
資
の
肩
代
わ
り
攻
勢
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
日
銀
レ
ポ
ー
ト
」
の
指
摘

⑴　

低
採
算
先
と
は

　

日
銀
が
４
月
19
日
に
公
表
し
た

「
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
」
で
、

地
銀
、
信
金
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

「
金
融
機
関
の
信
用
面
の
リ
ス
ク

テ
イ
ク
に
伴
う
脆
弱
性
」
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貸
出
競
争

が
激
化
す
る
中
で
、
地
銀
や
信
金

が
増
や
し
て
き
た
「
ミ
ド
ル
リ
ス

ク
企
業
」
向
け
の
融
資
で
、
リ
ス

ク
に
比
べ
て
金
利
が
低
い
低
採
算

の
融
資
先
が
増
え
て
い
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
日
銀
は
、
経
済
環
境

1
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が
反
転
し
た
際
に
大
幅
な
損
失
が

出
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
「
低
採
算
先
」
と
は
、
融
資
金

利
と
信
用
リ
ス
ク
と
の
対
比
で
、

銀
行
が
受
け
取
る
金
利
（
リ
タ
ー

ン
）
バ
ラ
ン
ス
、
図
表
１
の
左
下

の
ゾ
ー
ン
で
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー

ン
が
見
合
っ
て
い
な
い
貸
出
先
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

低
採
算
貸
出
比
率
が
増
加

　

低
採
算
先
貸
出
が
中
小
企
業
向

け
の
貸
出
全
体
の
25
％
（
16
年
時

点
）
を
占
め
て
お
り
、
10
年
は
17

％
だ
っ
た
低
採
算
先
向
け
が
占
め

る
割
合
が
、
30
〜
40
％
に
達
す
る

銀
行
も
２
割
ほ
ど
に
達
し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
が
低
採
算
先
貸
出
を

増
加
さ
せ
て
い
く
と
景
気
悪
化
や

金
利
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
要
注
意

先
な
ど
が
一
気
に
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
。
適
正
な
リ
タ
ー
ン
と
し

て
の
金
利
設
定
が
な
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
個
別
金
融
機
関
は
も
ち

ろ
ん
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
し
て

い
る
。

　
　
「
日
本
型
金
融
排
除
」
と
は

⑴　

顧
客
企
業
と
の
認
識
の
ズ
レ

が
要
因

　

金
融
庁
は
金
融
行
政
方
針
（
平

成
27
事
務
年
度
）
に
お
い
て
、
融

資
に
関
し
て
、
金
融
機
関
か
ら
は

「
融
資
可
能
な
貸
出
先
が
少
な
く
、

厳
し
い
金
利
競
争
を
強
い
ら
れ
て

い
る
」
と
の
主
張
が
な
さ

れ
て
い
る
。
他
方
で
、
平

成
26
事
務
年
度
に
実
施
し

た
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

顧
客
企
業
か
ら
は
「
金
融

機
関
は
相
変
わ
ら
ず
担

保
・
保
証
が
な
い
と
貸
し

て
く
れ
な
い
」
と
の
認
識

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
金
融

機
関
と
顧
客
企
業
と
の
認

識
に
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
と
し

て
、
金
融
機
関
が
、
企
業
の
事
業

内
容
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
な
く
、

「
十
分
な
担
保
・
保
証
が
あ
る
か
」、

「
高
い
信
用
力
が
あ
る
か
」
等
の

企
業
の
財
務
指
標
を
中
心
と
し
た

定
型
的
な
融
資
基
準
に
よ
り
与
信

判
断
・
融
資
実
行
を
し
、
融
資
拡

大
へ
の
過
当
競
争
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
担
保
・
保
証
が

な
く
て
も
事
業
に
将
来
性
が
あ
る

先
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

先
に
対
し
て
、
日
常
か
ら
密
に
対

話
し
、
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め

て
い
る
金
融
機
関
も
あ
る
と
し
て

い
る
。

⑵　

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
に
取
り

組
む
に
は

　

以
下
、
金
融
庁
の
指
摘
で
あ
る

が
、
金
融
機
関
が
ミ
ド
ル
リ
ス
ク

融
資
に
ど
う
取
り
組
む
か
、
示
唆

し
て
い
る
。

①
与
信
判
断
に
お
け
る
審
査
基

準
・
プ
ロ
セ
ス
、
担
保
・
保
証

へ
の
依
存
の
程
度
（
事
業
性
評

価
の
結
果
に
基
づ
く
融
資
が
で

3

図表１　「低採算先」のイメージ
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図表２　低採算先貸出比率（地方銀行）

出所：日銀レポート
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き
て
い
る
か
）

②
貸
付
条
件
変
更
先
等
の
抜
本
的

事
業
再
生
等
を
必
要
と
す
る
先

に
対
す
る
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
や
事
業
再
生
支
援
等
に
よ
る

顧
客
の
価
値
向
上
に
向
け
た
取

組
み

③
公
的
金
融
機
関
の
融
資
・
連
携

状
況
の
実
態
把
握
（
民
間
金
融

機
関
の
融
資
と
補
完
的
・
連
携

的
か
）

　

多
く
の
金
融
機
関
で
は
、担
保
・

保
証
が
あ
る
か
、
優
良
な
格
付
け

の
企
業
と
し
か
取
引
し
な
い
、
ま

さ
に
金
融
排
除
と
い
う
状
況
を
作

っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
顧
客
を

奪
い
合
う
貸
出
金
利
の
引
下
げ
競

争
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、

金
融
庁
の
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
融
資
取
引

の
多
様
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が

要
因
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
金
融
庁
は
、「
金
融

機
関
は
相
変
わ
ら
ず
担
保
・
保
証

が
な
い
と
貸
し
て
く
れ
な
い
」
と

の
顧
客
企
業
の
認
識
を
「
日
本
型

金
融
排
除
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

担
保
・
保
証
に
依
存
す
る
融
資

姿
勢
を
改
め
、
取
引
先
企
業
の
事

業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
等
を
適

切
に
評
価
す
る
「
事
業
性
評
価
」

の
実
践
や
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
課
題
解
決
策
を
提
供
す
る
こ

と
で
融
資
に
つ
な
げ
て
い
く
「
課

題
解
決
型
金
融
」
は
、
結
果
と
し

て
信
用
リ
ス
ク
・
コ
ス
ト
の
縮
減

化
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
そ

も
そ
も
融
資
は
、
過
去
だ
け
で
な

く
、
将
来
を
見
て
行
う
も
の
だ
か

ら
。

　
　

貸
出
金
利
鞘
を
確
保
す
る
た

め
に

　

業
態
を
超
え
た
低
金
利
競
争
が

展
開
さ
れ
る
中
で
、
ミ
ド
ル
リ
ス

ク
融
資
へ
の
取
組
み
が
重
要
と
な

っ
て
き
た
。
以
前
か
ら
、
メ
ガ
バ

ン
ク
や
一
部
の
地
域
金
融
機
関
で

は
、
倒
産
確
率
モ
デ
ル
を
活
用
し

て
、
特
に
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
融
資

セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
、
受

付
・
審
査
等
を
集
約
し
て
効
率
化

を
図
っ
た
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
が

展
開
さ
れ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、

現
在
ま
で
継
続
し
て
事
業
運
営
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

当
時
と
比
べ
て
金
融
環
境
は
大

き
く
変
貌
し
、
業
態
を
超
え
た
低

金
利
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中

で
、
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
、
そ
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

⑴　

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
の
抽
出

　

過
去
に
行
わ
れ
た
倒
産
確
率
モ

デ
ル
を
活
用
し
た
ミ
ド
ル
リ
ス
ク

融
資
は
、
法
人
や
事
業
所
等
の
信

用
情
報
を
活
用
し
て
、
融
資
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
電
話
や
Ｄ
Ｍ
な
ど
に

よ
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
で
の
推
進

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
過
去

に
行
わ
れ
た
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資

は
、
未
取
引
先
に
対
し
て
外
部
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
ミ

ド
ル
リ
ス
ク
融
資
を
検
討
す
る
時
、

新
規
先
の
前
に
既
存
取
引
先
、
タ

ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
で
な
く
Ｃ
Ｒ
Ｍ

（
※
）
を
優
先
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
考
え
ら
れ
る
。

4

図表３　「日本型金融排除」のイメージ図

融資可能な先

担保・保証がなくても事業に将来性がある先、 
信用力は高くないが地域になくてはならない先  等

（金融排除の可能性）

十分な担保・保証のある先、高い信用力のある先 等
（事業を見ずに激しい金利競争） 

事業再生等
企業価値向
上の取組み

出所：金融庁（金融行政方針）
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※
Ｃ
Ｒ
Ｍ
…
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
顧
客
関
係
性
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
の
抽
出
は
、

既
存
取
引
先
か
ら
、
今
ま
で
積
極

的
に
融
資
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か

っ
た
取
引
先
、
例
え
ば
担
保
・
保

証
が
十
分
で
な
い
取
引
先
や
経
営

改
善
途
上
先
な
ど
で
、
事
業
の
内

容
や
成
長
可
能
性
等
を
適
切
に
評

価
（
事
業
性
評
価
）
し
て
融
資
す

る
取
組
み
や
、
経
営
改
善
に
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い
る
取
引
先
に
対

し
て
経
営
改
善
を
支
援
す
る
な
ど
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
取
組
み
も
必
要

と
な
る
。

⑵　

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
の
実
行

に
際
し
て

　

リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
貸
出
金
利

の
設
定
が
必
要
で
あ
る
が
、
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
を
考
慮
し
て
、
リ

ス
ク
控
除
後
の
収
益
を
高
め
る
た

め
に
融
資
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
管

理
も
大
切
と
な
る
。

　

そ
の
う
え
で
リ
ス
ク
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
方
法
と
し
て
、
①
短

期
継
続
融
資
の
活
用
、
②
コ
ベ
ナ

ン
ツ
（
財
務
制
限
条
項
）
の
設
定
、

③
A
B
L
（
動
産
担
保
等
）
の
活

用
、
④
電
子
記
録
債
権
を
活
用
し

た
融
資
な
ど
、
こ
れ
ら
を
活
用
す

る
こ
と
で
リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
こ

と
を
検
討
し
た
い
。

①
短
期
継
続
融
資
は
、
正
常
運
転

資
金
の
範
囲
で
、
期
日
一
括
返

済
（
売
上
返
済
）
を
条
件
と
し

た
１
年
以
内
の
短
期
融
資
で
あ

り
、
資
金
使
途
と
返
済
財
源
を

確
認
し
た
う
え
で
融
資
す
る
。

短
期
融
資
に
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
金
融
機
関
は
融
資

先
の
事
業
内
容
や
経
営
状
況
を

つ
か
む
こ
と
も
で
き
、
リ
ス
ク

の
軽
減
も
見
込
ま
れ
る
。

②
コ
ベ
ナ
ン
ツ（
財
務
制
限
条
項
）

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、

業
績
や
財
務
内
容
の
定
期
的
な

開
示
を
求
め
、
赤
字
の
連
続
や

自
己
資
本
が
毀
損
し
た
場
合
に

は
、
融
資
条
件
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
軽
減
を

図
る
。

③
Ａ
Ｂ
Ｌ
（
動
産
担
保
等
）
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
不
動
産
担
保

等
が
不
足
す
る
企
業
に
対
し
て

保
全
強
化
が
図
れ
、
リ
ス
ク
を

軽
減
し
た
う
え
で
円
滑
な
資
金

供
給
に
取
り
組
め
る
。

④
電
子
記
録
債
権
を
活
用
し
た
融

資
は
、
売
掛
金
等
の
返
済
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
で
中
小
企
業

の
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る

も
の
。

⑶　

事
後
管
理
を
ど
う
行
う
か

　

融
資
実
行
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
債
務
者
管
理
体
制
の
構
築
が

大
切
と
な
る
。
融
資
実
行
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
個
別
債
務
者
の
実

態
等
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
予
兆

管
理
に
努
め
、
事
後
管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
で
信
用
コ
ス
ト
の
縮
減

に
取
組
む
。

　

融
資
審
査
体
制
に
も
増
し
て
債

務
者
管
理
体
制
の
強
化
が
重
要
と

な
る
。
部
門
の
人
員
な
ど
の
体
制

強
化
と
と
も
に
、
融
資
獲
得
よ
り

も
、
融
資
の
維
持
、
予
兆
管
理
や

不
良
化
防
止
の
取
組
み
に
ウ
エ
イ

ト
を
置
き
、
経
営
資
源
の
投
入
と

と
も
に
業
績
評
価
等
の
見
直
し
も

必
要
と
な
る
。

　

予
兆
管
理
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
と
な

る
が
、
決
算
書
だ
け
で
な
く
月
次

試
算
表
の
入
手
に
加
え
て
、
ト
ラ

ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
（
入
出
金

等
の
取
引
デ
ー
タ
）
を
活
用
し
、

今
後
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
に
期
待

し
た
い
が
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ア
ラ
ー
ム
を

鳴
ら
す
統
計
モ
デ
ル
を
検
討
し
た

い
。

　

さ
ら
に
、
不
良
化
防
止
の
た
め

に
、
融
資
実
行
後
は
定
期
的
・
継

続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

で
、
業
況
や
取
引
の
変
化
を
つ
か

み
、
早
い
段
階
で
経
営
改
善
を
支

援
す
る
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
債

務
者
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構

築
が
課
題
と
な
る
。
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融
資
実
行
後
の
取
組
み
の
評

価
を

　
「
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
融
資
」
と
い

う
言
葉
は
、
あ
ま
り
い
い
感
じ
が

し
な
い
。
ピ
カ
ピ
カ
の
取
引
先
で

な
く
て
も
、
担
保
・
保
証
が
な
く

て
も
、
事
業
に
将
来
性
が
あ
る
取

引
先
や
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
取
引
先
に
つ
い
て
は
、
普
段
か

ら
対
話
を
密
に
し
、
企
業
価
値
の

向
上
に
た
め
に
支
援
す
る
金
融
機

関
を
目
指
し
た
い
。
ま
さ
に
リ
レ

バ
ン
の
実
践
で
あ
る
。

　

そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
顧

客
と
の
長
期
継
続
す
る
取
引
の
中

で
、
顧
客
と
の
関
係
性
を
維
持
し
、

収
益
を
獲
得
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
融
資
実
行
だ

け
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
融
資
実
行
後
の
事
後
管
理
が

評
価
さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
と
な

る
。

　

多
く
の
金
融
機
関
で
は
、
融
資

は
実
行
時
に
評
価
さ
れ
る
。
考
え

て
み
れ
ば
、
融
資
実
行
後
の
時
間

の
経
過
に
よ
っ
て
貸
出
利
息
と
し

て
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
融
資
先
企
業
の
成
長
等

を
支
援
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
不

良
化
防
止
の
た
め
の
事
後
管
理
と

と
も
に
、
融
資
先
の
業
況
が
悪
化

し
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
、

実
効
性
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通

じ
て
融
資
先
企
業
と
の
長
期
・
継

続
す
る
関
係
の
構
築
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

 （
大
谷
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
）

筆
者
略
歴
…
成
長
戦
略
、
経
営

改
善
、
企
業
再
生
や
事
業
承

継
等
の
支
援
を
実
践
、
中
小

企
業
支
援
に
係
る
講
演
や
地

域
金
融
機
関
行
職
員
向
け
に

研
修
を
実
施
。
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